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Mを単位球面の部分多様体とする. M上の点を通る原点からの半直線の和集合を「M

上の錐」といい CM と表す. 錐は, 単位球の内部がM を境界とする全ての曲面の中で面
積最小になるとき, 面積最小であるという. 曲面 Sの点 pを始点とする接線の和集合を S

の点 pでの接錐という.これは接空間を一般化した概念である.もし接錐がベクトル空間
でなければ, pは Sの特異点である. もし Sが面積最小ならば, Sの全ての接錐は面積最
小になる. このことから, 特異点を持つ面積最小な曲面を研究をするために錐の面積最小
性を研究することは重要である.

錐の面積最小性を証明する方法として, 面積非増加レトラクション Π : R −→ CM を
構成する方法がある. もしこのようなレトラクションが存在したとすると, C1

M を C の
truncated cone, SをC1

M と同じ境界を持つ別な曲面としたとき, Π(S)はC1
Mを覆うから,

area(S) ≥ area(Π(S)) ≥ area(C1
M)

となり, CM の面積最小性が示せる. [2]では, Bl型の対称対に対応する対称R空間の標
準埋め込み上の錐について, 制限ルート系を用いて具体的にこようなレトラクションを
構成することにより,その面積最小性を示した.

一方 G. R. Lawlorは [5]でこのようなレトラクションが存在するための十分条件 (曲
率判定条件)を与えた. ここでは, Lawlor の curvature criterion を用いて以下の結果を
得た。

Theorem 1 (E6, F4), (E7, T
1 ×E6) 及び,制限ルート系が例外型の対称R空間の標準埋

め込み上の錐は面積最小.

特に [3]の結果とあわせると次がいえる.

Theorem 2 対称R空間の標準埋め込み上の錐は面積最小である.
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